
　病 理 学 的 検 査 ＜組織＞ 

20 Chiba Cytopathology Laboratory

「マイクロサテライト不安定性検査（免疫チェックポイント阻害剤）」の材料

提出区分 部位 材料 提出量 保存方法

依頼時 癌部位
①

未染スライド
および

HE染色スライド

5枚（5μm厚）
・

癌部位マーク付き1枚
室温

② 癌組織 30㎎（3㎜角） 凍結（ー70℃以下）

提出区分 部位 材料 提出量 保存方法

癌部位で
結果未確定時 非癌部位 ③

EDTA加血液 2mL 冷蔵

未染スライド 5枚（5μm厚） 室温

正常組織 30㎎（3㎜角） 凍結（ー70℃以下）

または

または

＜依頼時＞
　・ 上記①②のどちらかをご提出下さい。
　・ 病理組織診断にて腫瘍が認められた部位をマーク（実線で囲む）したHE染色スライドを併せてご提出下さい。その際は、癌部位

に加え正常組織が明確に区別できるようご配慮願います。
　・ ホルマリン固定検体では、固定条件によって核酸の断片化が著しく、解析不能となる場合があります。検体の取り扱いについて
は、日本病理学会「ゲノム診療用病理組織検体取扱い規程」をご参照下さい。

　・ 強酸による脱灰操作をした検体は検査できません。

＜癌部位で結果未確定時＞
　・ 癌部位のみで判定できない場合、③の追加提出をお願いすることがあります。
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